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学内演習に対する実習終了後の学生の反応 �
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要 　　　約

小児看護技術教育において，学生に看護場面を状況設定させてチェックリストを作成するという学
内演習を試み，実習終了後に学生への調査を行い評価した．その結果，約
��の学生は役立ったと回

答した．演習の効果としては実習中の技術実践に直接役立つ側面と，学びを助ける側面があることが
わかった．また，学生の看護技術経験度は高かった．この教育方法は，臨地実習において，学生が看
護技術を実践しやすくすることが示された．学生が＜相互身体的な関わり＞を学ぶための第 �歩とし
ての学内演習の検討を今後も続けていきたい．

は じ め に

大学における基礎看護技術教育に対するあり方が

問われはじめている．
看護教育は，社会情勢の目まぐるしい変化の中で，

現場中心の職業教育から専門性の確立のための教育
へ，さらに，学問としての体系化を目指した高等教育
へと発展した．また，看護教育の中核をなすと行っ
ても過言ではない技術教育についても，看護手順の
みの習得から，その手順の科学的根拠を明確にする
教育へと変化していった．教育現場の中では，看護
実践力や看護技術教育を重視する考え方と，看護の

考え方が分かれば実践力は卒業後に身に付けられる
との見方から看護技術教育を重視しない考え方とが
混在し，後者の考え方の教員が多数派であることが
指摘されるようになった ��．その結果，臨床現場か
らも学生や新卒の看護技術能力の低下が指摘される
ようになった．このような看護技術に関する流れは
ここ�	年��
年程度のことである．その間，看護系
大学は�		校を超え，看護教育のリーダーとしての
役割を果たしていることを考えると，看護技術に関
する現在の状況は大学教育のあり方を問われている

と真摯に受け止める必要があり，看護技術教育のあ
り方，その教育方法について検討することが我々の
緊急な課題といえる．
池川は，看護が専門職として確立するためには，

看護技術の科学的根拠を明確にすることは必要では
あるが，その知識を患者に当てはめるだけでは看護

技術とはならず，患者と看護者の＜相互身体的な了
解＞を中心的概念とする看護技術論を提唱してい
る��．そして，「看護技術教育の目的は，知識の活用
を可能とする学生の人格的能力を育成すること」��

とし，「臨床実習において看護者と患者との＜相互
身体的な関わり＞を学ぶことによって学生を成長に
導く」��と述べている．とすれば，学内演習後に行
う臨地実習における看護技術の体験は，＜相互身体
的な関わり＞を学び，学生の人格的な成長を促す重

要な場と時を与えるといえる．
しかし，今日，看護現場は慌ただしく，学生は後
ずさりし，看護技術の体験ができない，あるいは，
体験が減少している状況がある．池川が論じるよう
に，臨地実習において看護者と患者との＜相互身体
的な関わり＞を学ぶことは非常に重要なことである
が，臨地での体験ができなければ，＜相互身体的な
関わり＞を学ぶことも，そこからさらに，＜相互身
体的な了解＞を中心的概念とする看護技術を習得す

ることもできない．学生が臨地実習の場で，単なる
テクニックとしてではなく患者�看護者の人間関係
を作り出すために，あるいは，さらに発展させるた
めに看護技術を用い，そこからまた真の意味での看
護技術を習得することが可能となるといえる．その
ためには，臨床に出て対象を目の前にした時に後ず
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さりせず �歩を踏み出せる技術教育を行うことが，
授業や学内演習で求められているといえる．
筆者が担当している小児看護学領域の看護技術は，

基礎看護学領域ですでに学習している内容も少なか

らずあるが，対象が「小児」であることを唯一の理
由��に，異なったアプローチを習得することが必要
な技術もあり，また，小児特有の技術もあるために
小児看護学の講義の中で必ず行われる単元である．
しかし，平成 �年のカリキュラム改正によりさらに
小児看護学の時間数は短縮され，技術教育の時間が
充分確保できるとは言い難い現状がある．そのため
に，有効な教育方法を模索する小児看護学の技術教
育に対する具体的な実践報告����や提言��，臨地実

習との関連	�
�について多く論じられるようになっ
てきた．山村���らは，全国看護系大学の小児看護
学の技術教育について実態調査を行っている．それ
によれば，�����の大学が平均にして���時間の学内
演習を取り入れ，その中でグループワーク形式によ
る自主的な学習方法に多くの時間を使いながら展開
していることが示されている．
筆者は，�	年以上前から，グループワーク形式で

の小児看護技術演習（以下，学内演習とする）を取

り入れた授業展開を継続してきた．学生は，自己学
習により理論的な裏付けを行いながら手技や手順を
学習していくため，教員のデモンストレーションだ
けの技術教育と比較すると効果的であると実感して
いた．しかし，対象の特定もない学内演習では，学
生にとって，池川の指摘するところの＜相互身体的
な関わり＞を学ぶための一歩が踏み出せる技術教育
になり得るのか疑問を感じることがあった．受け手
が単なる対象ではなく，発達差の大きい小児である

ことを認知領域の学習のみでなく，情意領域の学習
にまで発展させていかに学生に対象理解させること
ができるのか，また，漠然とした知識ではなく，対
象を目の前にしてすぐ技術の提供ができるための，
安全で確実な手順���としての習得（精神運動領域
の学習）も必要であると考えた．
これらの �点を解決するために，平成��年度から，
本学の「小児看護学 �」の講義において，従来のグ
ループワーク形式の学内演習に， ��課題とする技

術項目の看護場面を学生自らに状況設定させ， ��

その上で，確実な手技を習得するために，ポイント
をチェックしやすいチェックリスト作成を課題とす
る試みを行っている．平成��年～��年度の �年間に
行った学内演習に対し，演習終了後の学生の主観的
評価を調査した結果からは，「グループ別課題学習
の有効性」や「演習の有効性」，また，「チェックリ
スト作成による技術習得の効果」が確認された ���．

今回は，技術項目の看護場面を学生自らに状況設
定させ，チェックリスト作成を課題とした学内演習
の試みが，＜相互身体的な関わり＞を学ぶための一
歩が踏み出せる技術教育となっているのか検討する

ために，学内演習で行った看護技術が実習でどの程
度経験でき，何が役立っているのかを，学生の反応
から評価することを目的とした．

小児看護学における学内演習の展開方法

�．小児看護学の位置づけ

本学における小児看護学は，専門科目の中の看護
ケア論に位置づけられている．小児看護の概論にあ
たる領域を「小児看護学�」として �単位（�	時間），
主要症状・治療処置別看護にあたる領域を「小児看

護学 �」として �単位（�	時間）を設けている．時
期は，「小児看護学 �」が �年次秋期，「小児看護学
�」が �年次春期に開講され，�年次秋期から始ま
る領域別実習へと続いている．「小児看護学 �」が
始まる �年次春期は，基礎看護学領域にあたる看護
ケア方法論は履修済みである．保健看護学実習にお
いては，看護の対象と場を体験する「ふれあい援助
実習」のみが終了し，「基礎看護学実習」は �年次 �

月に集中として開講であるため未履修である．

�．学内演習の実際

　� � � 　単元目標と課題の内容

学内演習は「小児看護学 �」において展開してい
る．本単元の目標は，さまざまな発達段階にある小
児および家族の状況に応じた対象理解の必要性を理
解した上で，看護技術を安全・安楽に提供するため
の基礎的能力を養うことである．そのために以下の
課題を示した．
課題 �：小児看護技術の �項目についてグループ

学習し資料作成する．

課題 �：課題学習した技術項目についての看護場
面を学生自らが状況設定し，チェックリストを作成
する．
課題 �：課題 �で学習したポイントと，課題 �の

チェックリストを用いた技術を�
分で発表する．
課題 �：チェックリストを用いた演習テスト（学

生同士の評価）を実施し，合格する．
課題の提示は �月の講義開始と同時に行い，課題

提出や演習発表会およびテストの実施は 
月に入っ

て行うように計画した．前述しているように，小児
の看護技術は，基礎看護学や成人看護学の中でその
目的や手技の学習を受けた内容が多いため，それを
土台にして技術教育を行っていくことは効果的であ
ると考えている．「基礎看護学実習」を履修する中
で＜相互身体的な関わり＞を体験した学生や重要性
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を認識した学生もおり，小児の看護技術をその体験
から考えることができる可能性もある．また，小児
看護学 �の講義の進行と共に小児の健康障害につい
て理解でき，看護場面の状況設定を行う上で効果的

だと考えて時期の設定を行った．
　� � � 　課題とする技術項目について

課題とする技術項目は，表 �に示す．これらの看
護技術項目は，教科書として採用している医学書院
の系統看護学講座の小児看護学から取り出したもの
である．母性看護学との重なりや健康な小児の理解
を中心とする小児看護学 �での学習内容との重複
を避けて取り出しているために，治療処置に伴うケ
アが多くなっている．また，これらの項目は，全国

を対象とした新卒ナースの小児看護技術習得に関す
る縦断的調査������で取り上げられた技術項目にす
べて含まれており，小児看護学として必要な技術の
中の重要な一部であると考えている．対象学生は��
名，�	グループに分けた．診察介助の項目について
は，教員グループが担当した．

表 � 課題学習とした小児看護技術項目

　� � � 　具体的な展開

具体的な展開については，図 �に示した．本学科
の教科運営は，科目担当制であるため，助手の配置
が少なく欠員の状況も重なったために単位認定者の

教員と助手 �名で指導した．しかし，この �名は小
児看護の臨床経験が充分であるため，人数の不足に
ついては，教員それぞれが，週 �時間のオフィスア
ワーを設置し学生への関わりの密度を強くすること
で対応した．
　� � � 　学生が作成したチェックリストの一例

学生は，チェックリストについて知らないと反応
したため，「対象者に提供するケアを安全・安楽に留
意しながら効果的に行うために，手順に沿ったポイ

ントを書き出し，表にしたものである」と用語の定
義を行い，前年の学生の作成したものをモデルとし
て，���にて示した．
学生が作成したチェックリストの一例として「清

拭」を表 �に示した．状況設定については，技術を
提供する看護場面で判断を行う時に最低限必要な事
柄として，対象の発達段階や健康障害の程度などを
記述することを求めた．重要なポイントの書き出し
については，看護技術の基本となる事柄と状況設定

した対象の状況に応じて必要になることを取り上げ
るように説明した．学生はグループメンバーと話し
合い，何度かの教員との話し合いやアドバイスを受
けることで完成させた．これに基づいて演習を行い，
学生自らがチェックする側，される側となって演習
テストを行った．

図 � 小児看護技術演習（学内演習）の授業展開
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表 � 学生が作成した「清拭」の項目のチェックリスト（一部修正）

�．小児看護学実習の状況

小児看護学実習は �年次秋期に他の領域実習と共

にローテーションで実施している．�単位，�	時間
である．健康児を知る目的で「保育園」に �日，健
康障害を持っている児への援助を学ぶために「小児
病棟」 
日，「小児外来」 �日の配置で，�週間の
実習を行っている．使用病棟は，�医科大学附属病
院の
	床の小児病棟である．小児外科・形成外科で
は，先天異常に伴う手術が多く，小児内科では，呼
吸器・消化器の急性疾患や腎臓系の急性・慢性疾患，
内分泌疾患，悪性腫瘍など小児の一般的疾患を対象

としているが，重症例も多い．小・中学校の院内学
級も併設され，スタッフの中には，保育士が �名常
勤している．

学生指導は大学側の教員 �名（学内演習時と同じ）
が担当し，常時 �名，あるいは，必ずどちらか �名は

病棟に配置するようにしている．臨地側の指導体制
は役職者以上の立場の看護師が指導者となっている
が，兼務である．臨地側との連絡は，大学側が開催
する年 �回の実習連絡調整会議に双方から出席して
いる．経営母体が同一のため，施設も近く常に話し
合いがもてる良好な関係ができている．実習目的・
目標は実習の手引きに明記し，それぞれ理解に努め
ながら実習をサポートしている．実習指導のタイプ
は経験型である．そのため，実習記録は少なくし，

学生の主体性を尊重しながら学ばせている．教員は
主体性に刺激を与えながら，臨地側も患児の安全面
を配慮しながら経験を優先する指導に努力している．
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このような学習環境の中で学生は，患児 �名を受け
持ち看護の展開を行っている．変化の早い症例も多
いため，�人目の受け持ちを持つ学生も �割程度は
ある．�グループは �人� 
人の学生であるが，�

週間の中で �グループが時期をずらして実習してい
る．グループ毎に病棟指導者と教員が参加するカン
ファレンスを �回，反省会を �回開催している．

研 究 方 法

小児看護学実習オリエンテーション時に小児看護
技術経験表を配布し，各自の小児実習終了後に提出
を依頼した．その際，学内演習と臨地実習との連続
性を学生に意識させるために，演習時に作成した資
料やチェックリストを常に活用し，臨地で積極的に

看護技術を経験することの重要性＜相互身体的な関
わり＞について説明した．経験表は，小児看護学の
中で学ばせたい項目を選び，乳児・幼児・学童の各
対象に分け，実施，見学，チェックリストの効果，演
習の効果について，�回の経験を「一」として「正」
の字での記入を求めた．場所を特定するために外来
は赤印，病棟は黒印で記入した．今回の報告では，
学内演習との関係を検討するために��項目の技術に
ついて，対象，場所に関係なく一回でも経験した人

数をカウントし単純集計（�）で示した．
また，学内演習が実習中の技術体験にどう影響し

ているかについては，実習終了時に質問紙を配布，
後日，経験表と共に提出を依頼した．「役立った」か
どうかについては「ある」「ない」「どちらでもない」
の �肢選択法，その理由については自由記述で回答
を求めた．分析は単純集計と ��法を用いた．
本研究の対象者は，平成��年度に「小児看護学�」

の講義を受講し小児看護学実習を履修した者のう
ち，調査の主旨を説明し協力の得られた�	人（回収

率�����）であった．説明の際には評価とは関係な
く任意である等倫理的配慮に留意した．調査期間は，
�		�年��月��		�年 �月であった．

結果および考察

小児看護技術の経験度の結果は表 �に示した．自
由記述の回答は表 �にまとめた．
�．小児看護技術経験度について

『観察と測定』の項目については，「脈拍測定」，
「体温測定」，「身長測定」，「呼吸測定」，「体重測定」

は�	�以上の実施率となっている．見学の経験数も
含めると�		�以上となり，受け持ち患児以外の対象
に対しても関わっていることがわかる．これらの項
目は，臨地実習で到達させる小児看護技術項目とし
て期待される技術���であるためほとんどの学生が

表 � 小児看護学実習終了時の看護技術経験度

経験できていることは望ましいことである．自由記述
の中にも「バイタル測定や身体測定の項目は学内演習

が効果的だった」との反応が多くみられた．
『日常生活ケア』の項目については，「清拭」の実
施は�
�	�，見学は���
�であった．重症児を受け
持つことが多く，学生一人で看護の提供を実施する
ことが困難であったと考えられる．また，学内演習
時の状況設定が �歳であったために，臨地において
乳幼児が対象になると，戸惑い��� を感じ患児に触
れることに思わず身を引いてしまったことが推測で
きる．教員は，対象理解に対するアドバイスを行い
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表 � チェックリストを用いた学内演習に対する学生の反応（����）

ながら，実施への支援が必要といえる．「浣腸」につ
いては，見学できた学生は
����であったが，実施
できたのはわずか �名（��
�）であった．学内演習
の効果があったとした回答も�	�	�と少ない．小児
の身体に触れることにも勇気のいる学生にとって，
体内にカテーテルを挿入することを求められる技術
は手の出せない技術項目と考えられる．しかし，家
庭においては母親でさえ行う技術であることを考え

れば，学生が実施できるための指導上の工夫が課題
といえる．学内演習での学びを基にした実習中の演
習等も検討したい．
『治療処置に伴うケア』の項目については，実施で
きた項目として，「診察介助」が一番多く���
�，「採
血介助」は�����，「持続静脈内輸液介助」は���
�，
以下「吸入」，「経口与薬」，「吸引」，「抑制」，「酸素
療法」の順で，実施は数�の項目が多かった．見学
は，�����から

�	�の割合があり，比較的良く見

学できている．そのためか，演習の効果については，
��
�から�����と低い．治療処置に伴うケアについ
ては見学が中心になる項目と考えられる．その中で，
診察介助の経験が �割以上あることは驚きである．
管らの調査���では，診察介助の経験が�����と報
告されている．これと比較すると，本学の学生は �

倍近く経験できていることになる．これは，演習の
効果以上に小児外来の指導者や医師の協力が臨地で
の看護技術の体験に影響を与えることを示すもので

ある．
『検査に伴うケア』の項目については，「腰椎穿
刺介助」の見学が�����，「骨髄穿刺介助」の見学
が����とチャンスは少ない．これらは特殊な検査

であり，無菌室での実施も多いために学生の見学も
許されない状況が考えられる．「採尿介助」の実施
は
�	�，見学が���
�と非常に差が大きい．この技
術の提供は，外来診察時や入院直後の看護となるた
め，素早く情報を収集し，実施したいという主体性
をもたなければ経験できない項目である．また，学
生は，�回目は見学してからとの気持ちを持つため，
次のチャンスが来ない現状も推測できる．演習の効

果もほとんどないことが明らかになった．管ら ���

は，学生の「乳児採尿（男児）」の実施は�����，見
学が�	���と報告していることと比較すると，実施
率を上げることは可能であると考える．例えば，採
尿パックを学内実習中から個人持ちさせて日頃から
慣れておくなど，実施する勇気を支える工夫も検討
したい．

�．状況設定チェックリストを用いた学内演習に対

する学生の反応

学内演習が実習中の技術体験に役立ったどうかの
質問には，「はい」と回答した学生は��人 �
��
��，
「どちらでもない」は�
人 �������，「いいえ」はい
なかった．
割以上の学生が役立ったとしており，
役立たないと回答した学生がいないことから効果が
あったといえる．
自由記述からは，�つのカテゴリーを抽出した．

【技術への自信】に役立ったとした記述が一番多く

みられたが，【学習の補助教材】や【知識の定着】，
【態度の裏付け】と肯定的な捉え方の他に，【戸惑い】
や【演習への要望】の記述もあった．
全体的に見て，
��
�学生が役立ったとし，役立
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たないとした学生がいなかったことは一定の評価が
できる．まず，【技術への自信】への記述が多いとい
うことは，学内演習では手技としての学習，つまり，
精神運動領域の学習が行われ臨地実習で役に立って

いることが示された．次に，【知識の定着】のカテゴ
リーは，認知領域の学習が役立ったことを示してお
り，【態度の裏付け】のカテゴリーでは，病棟での態
度と比較できたなどの記述が見られ，臨地で初めて
の＜相互身体的な関わり＞の場面に，学内演習での
情意領域の学習が役立ったと考えられる．また，学
生にとって臨床は宝の山といわれるように，実習中
は学びの素材になりうる場面が多い���．しかし，そ
れが本当に教材として学びにつながるためには，指

導者の働きかけもさることながら，学生自身の知識
や思考のための主体的な努力が必要であり，そのた
めには時間が充分あることが重要である．そのこと
を考慮すると，【学習の補助教材】のカテゴリーから
は，予習や復習に便利な補助教材が手近にあること
が学生に安心を与え，新たに調べる時間を短縮し，
時間的なゆとりを生み出していることがよい影響と
なっていることがわかった．これらのことから，今
回の学内演習の試みは，知識と技術を与えることに

よって実習中の技術実践に直接役立つ側面と，対象
の存在があったことで対象理解をするための態度に
関して考えることを行い，臨地での学びを助ける側
面があることがわかった．また，初めの一歩を踏み
出すための時間的ゆとりを支える教材の役割の重要
性も明らかになった．
しかし，技術経験につながらなかった学生にとっ
ては，状況設定やチェックリストは【戸惑い】となっ
ていることも明らかになった．それらの学生は，学

内演習の意図がつかめなかったり，主体的に参加し
ていないことが考えられる．看護場面の状況設定は，
「対象理解」のための知識の必要性を理解し，小児で
あるがために必要な看護者の態度を考えるためであ
り，看護技術を提供するときの手技にも影響を与え
るものである．また，チェックリストは安全で確実
な手順としての習得をするためのもので，あてはめ
るだけではないことを再度学生に説明し，臨地実習
の中で＜相互身体的な関わり＞の体験ができるよう

な教員の関わりが必要であることを感じた．
小児の看護技術は，学内演習で何度も人形を用い

て行っていても，臨地実習の中で患児としての小
児に向かい合った時，はじめて基礎看護技術を経
験することになる．乳児なのか，幼児なのか，学童
なのか，泣くのか，いやがって母親にしがみつくの
か，学生の想像を超える反応がそこに起こってくる．
「えっ」と思う瞬間に患児は身体で反応し，学生は看

護師としての対応を求められる．また，そのことが
お互いに知覚され相互作用をうむのである．このよ
うな＜相互身体的な関わり＞は，成人とは違った小
児の反応であり，学生はこの反応に対する看護技術

の困難さを知ることになる．しかし，これを乗り越
え，同じ知覚を体験することができれば＜相互身体
的な関わり＞が学べたことになる．我々は，学生の
体験をこのレベルに到達させるための助言や支援が
必要であり，学内演習の時点から，臨床での体験を
意識し，教育をすることが重要であるといえる．
吉武��は，「技術は，�回も行わなければどのよ
うな詳細な講義を受けてもビデオを見ても，決して
できるようにはならない」と，臨地での実践の重要

性を述べている．また，池川の定義を用いて看護技
術教育の方法論を検討している吾妻も，「看護技術
の習得のためには臨床実習が必要不可欠な場とな
る」�	�としている．技術内容やその方法の適不適は
次に検討することとし，まず，臨地実習で体験でき
ていることは評価に値することと考えてみたい．と
すれば，本学の臨地実習では，バイタル測定や身体
測定，診察介助など多くの技術を臨地で体験できて
いる．このことは，技術項目の看護場面を学生自ら

に状況設定させ，チェックリスト作成を課題とした
学内演習の教育方法は，臨地において＜相互身体的
な関わり＞を学ぶための一歩が踏み出せるために効
果があることを示すものといえる．
しかし，我々が期待したほど情意領域の学びの内
容は少なく，対象理解するための状況設定のあり方
やチェックリスト作成時の情意領域項目の言語化な
ど，さらに教育方法を検討していく課題が示された．

お わ り に

看護技術教育においては，単なる技術の模倣に終わ

るのではなく，臨地の場で応用できる看護行為という
レベルにまで高めることが必要との考えを示す教育者
から，様々な教育方法の工夫が報告されるように
なってきた�
����．また，平成�
年 �月�
日に厚生労
働省から，「看護基礎教育における技術教育のあり方
に関する検討会」報告書が出された．この検討会は，
看護学生の看護技術実習の範囲や機会が限定されてい
ること，卒業直後の看護師の技術能力と臨床現場が期
待する能力のかい離が大きくなっていることから設置

された経緯がある．その結果，臨地実習において学生
に実施させても良い技術項目と水準を分類し，教育指
導の指針としたものである．その中には，学内実習の
有効性について述べられ，また，教育内容・方法の
今後の充実が望まれていることが記されている．
我々，看護教育に関わる者は，この報告書を受け
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て今後さらに教育内容や方法について検討を重ねる
必要がある．田島は，「看護は実践力を持って初めて
意味をなす」���と強調している．未知なる学生に看
護実践力を身につけるまでの道のりは非常に長い．

しかし，臨床では多くの患者が看護技術は看護の中
核をなすものであると考え，当然としていることも
事実である．今回の学内演習の試みは，臨地実習を
苦手とする学生が技術体験を多く持つ結果を得てい
る．患者�看護者関係を作り出していくために，戸
惑うことなく技術が提供できることは，臨地におい
て＜相互身体的な関わり＞を学ぶ第 �歩といえる．

そして，その体験を積み重ねることによって＜相互
身体的な了解＞を経験することができると考える．
特に小児看護では，臨地で患児と向きあって初めて
学習できることが多い．臨地実習で患児に近づくア

プローチとしての技術とするために，学内技術演習
においては，知識のみならず，対象を意識した情意
領域のアプローチと安全で確実な技術としての習得
をめざした教育方法を今後も検討していきたい．
今回の研究結果は学内演習の効果を示すものであ

るが，�大学の一講義と実習との関連の中での結果
に過ぎず，研究の限界といえる．
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